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【男子Bクラス（２０１６年～）】
※跳   馬　高さ　 １m１０㎝⇒１m２０㎝に変更
　 平行棒　高さ　 １m６５㎝⇒１m７５㎝に変更
　　　　　　       　 １m７５㎝⇒１m８７㎝（±２㎝）に変更
【着地マットの使用について】
※つり輪、跳馬、鉄棒の着地マットの使用は可能

【修正版　２０２４年５月８日】

２０cm
２m５５cm

平均台 １m２５cm ２０cm

器械種目 床面からの高さ マットの高さ

１m２５cm ２０cm

鉄棒 ２m６５cm １８㎝又は２０cm

平均台

跳　　馬 １m３５cm 　２０cm　

　２０cm　２m８０cm

１８㎝又は２０cm

１m７５cm

１m８７cm
＊一般認定器具で高さ１87cm(±２㎝）、両棒間の幅調節ができるものがあれば良い。（設置の際は業者に確認）

１２cm

２０cm

一般社団法人　全日本ジュニア体操クラブ連盟

平行棒

床面からの高さ マットの高さ

つ り 輪

２０cm

１m２５cm ２０cm

鉄棒

１８㎝又は２０cm

段違い

器械種目

２m００cm

□Aクラス（小学５年～中学３年）

２０cm

床面からの高さ
　ゆかを除く３種目では最大１０cm程度の着地マットを使用しなければならない。（本会場３枚、練習会場３枚）

～２０２４ 男子器械種目寸度表～ ～２０２４　女子器械種目寸度表～　

□選手権１部（中学２年～高校３年） □選手権２部（中学１年～高校３年）
器械種目

あん馬 １m１５ｃｍ～１m１６cm

１８㎝又は２０cm

マットの高さ

２０cm

１m８1cm

２０cm
１m７５cm

１m２５cm

２m６５cm

平行棒

１m８1cm

１m７５cm

１０cm

あん馬 １m１５ｃｍ～１m１６cm １０cm～１２㎝

器械種目

平行棒

平均台
器械種目

鉄棒 ２m７５cm

□Ｂクラス（小学１年～小学６年）

あん馬
　ゆかを除く３種目では最大１０cm程度の着地マットを使用しなければならない。（本会場３枚、練習会場３枚）

段違い
１m８７cm
１m９５cm ２０cm

１m１５ｃｍ～１m１６cm
１０cm～１２㎝

床面からの高さ

跳　馬

２m９０cm 　２０cm　

マットの高さ

※身長の低い選手に対し、飛びつき台を別途用意する。（50㎝まで）

跳 馬 １m２０cm １８㎝又は２０cm

つ り 輪

跳 馬 １m２５cm

つ り 輪 ２m６５cm １８㎝又は２０cm

１２cm

□選手権１部（小学６年～高校３年） □選手権２部（中学３年～高校３年）

□Ａクラス（小学５年～中学３年）  □Ｂクラス（小学３年～中学３年）

□Cクラス（小学１年～小学６年）

床面からの高さ

２m５５cm

跳　馬 １m２５cm

マットの高さ


